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就労制限を来たした慢性疼痛患者の就労支援に寄与する多角的包括的研究 

 

研究分担者 鉄永 倫子 岡山大学病院運動器疼痛センター 役職 副センター長 

 

研究要旨 

就労においては慢性痛に伴う不眠が問題となることがある。そこで、目的変数を不眠、説明変

数を単変量解析で有意差を認めたものとして多変量解析を行った結果、痛み、不安、抑うつ、

QOLが不眠に関連する因子として算出された。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛患者において不眠の有病率は高く、

痛みよりも不眠で日常生活に支障を来してい

ることを経験する。また、就労においては慢

性痛に伴う不眠が問題となることがある。そ

こで、慢性痛患者において不眠の有病率と不

眠に関連する因子について調査する。 

 

Ｂ．研究方法 

3 ヵ月以上持続する慢性疼痛患者で痛みリ

エゾン外来初診 301人で、男性 109人、女性

192人、平均年齢は 61.7歳であった。対象患

者をアテネ不眠尺度（AIS）を使用し不眠の有

無で 2群に分けた。この 2群に対し単変量解

析、多変量解析を行い、不眠に関連する因子

について検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

口頭で説明し紙面で同意を得た. 

 

Ｃ．研究結果 

301 名中 219 名（72.8%）で不眠を認めた。

不眠の有無で 2群に分け、単変量解析を行っ

た。不眠あり群では、NRS が高く、破局的思

考、不安、抑うつを認め、疼痛生活障害、QOL

低下、自己効力感低下を認めた。目的変数を

不眠、説明変数を単変量解析で有意差を認め

たものとして多変量解析を行った。その結果、

痛み（NRS）、不安・抑うつ（HADS）、QOL（EQ5D）

が不眠に関連する因子として算出された。 

 

Ｄ．考察 

睡眠と慢性疼痛に関して、慢性痛患者の半

分以上に不眠を認めると言われている。睡眠

と疼痛はお互いに影響しあっており、どちら 

かと言えば不眠が疼痛に影響すると言われて 

 

いる。これまで不眠に対する投薬治療で痛み

が軽減するという論文が散見されているが、

さらなるエビデンスの蓄積が必要である。本

検討では、不眠に不安や抑うつが影響してい

たため、多角的なアプローチがやはり重要で

あると考える。 

 

Ｅ．結論 

・慢性疼痛患者の 72.9%に不眠を認めた。 

・HADS や EQ5D が不眠の有用なスクリーニン

グツールとなる可能性がある。 

・今後は就労と不眠の関係についても明らか

にする。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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